
令和6年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

① ○

②

③

①

②

③

①

②

③

ソフト事業 2

事 務 事 業 名 生涯学習振興事業 課　　等　　名 生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 生涯学習振興事業 係　　　　　名 生涯学習・文化係

新規・継続区分 継続事業 電　話　番　号 0765-23-1045

事　務　区　分 自治事務 会　　　　　計 一般会計

事　業　期　間 開始年度 昭和45年度 終了年度 当面継続 款 教育費

目　標　名 目標２．未来につなぐまち 項 社会教育費

政　策　名 政策07．誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり 目 社会教育総務費

施　策　名 施策14．生涯学習の推進 総合計画主な事業 記載あり（評価対象）

基本事業名 基本事業14－１．学び続ける環境づくりと地域・家庭教育力の向上 総合戦略との関連 関連なし

根　拠　法　令 集中プランとの関連 関連なし

アウトソーシング導入状況 アウトソーシング導入済（業務委託） 評価対象年度の重点事業 非該当

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

生涯学習教室の実施回数 回 494 450 465 476 102.4% 460 

生涯学習事業の実施回数 回 3 3 3 3 100.0% 3 

生涯学習教室等の参加者数 人 9,295 9,084 11,000 10,473 95.2% 11,000 

生涯学習事業の参加者数 人 1,234 1,235 500 800 160.0% 800 

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 次年度への繰越額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 2,859,606 3,228,976 12,260,000 11,730,113 263.3% 11,776,000 

①国庫支出金 円

②県支出金 円 1,003,000 

③地方債 円

④その他（使用料、雑入等） 円 7,818 0 54,000 57,000 

⑤一般財源 円 2,851,788 3,228,976 12,206,000 10,727,113 232.2% 11,719,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 2 2 2 3 － 50.0% 2 

②年間所要時間 時間 500 500 1,100 1,700 － 240.0% 1,100 

③人件費（②×＠ 4,104 円）(Ｂ) 円 2,052,000 2,052,000 4,514,400 6,976,800 － 240.0% 4,514,400 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 4,911,606 5,280,976 16,774,400 18,706,913 254.2% 16,290,400 

　令和6年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

評価の視点 R5評価 R6評価 個別評価の項目 個別評価の判定 今後の方針

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 現状を維持 事業の拡充

目的の妥当性 １ 妥当である 事業の縮小 統合等の検討

対象の妥当性 １ 妥当である 事業の休止 終了又は廃止

目標達成度 ２ 目標どおり 方針の説明等

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 １ 高い

コスト効率 ２ 普通

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

担
当
部
署

予
算
科
目総

合
計
画

事 業 概 要

・各地区地域振興会（地区コミュニティセンター）に委託して、生涯学習推進のための各種教室・講座などを開催している。
・市の社会教育全般について助言や意見を受けるため、社会教育委員を設置する。社会教育委員は、東海北陸社会教育研究大会などへの
参加を通じて社会教育の現状や動向について研修し、時代にあった社会教育事業の実施につなげていく。
・学び続けるきっかけづくりとして、初心者を対象とした生涯学習教室を開催する。また、成果を発表する生涯学習フェスティバルを開催する。

対　   　象 市民

手       段
（活動指標）

・各地区コミュニティセンターが主体となって各種教室や講座等を開催する。
・社会教育委員会議の開催及び社会教育研究大会（東海北陸ブロック）への参加
・生涯学習活動を始めたい市民への的確な情報提供、生涯学習の新たな指導者の育成を図る。

意       図
（成果指標）

・社会教育委員からの事業への意見や提言を受け、事業に反映させていく。
・生涯学習に取り組む人が増える。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

妥　当　性 Ａ Ａ

有  効  性 Ｂ Ａ

効  率  性 Ｂ Ｂ

結果(総括) Ｂ Ａ 計画どおり事業を実施することが適当

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

○各地区地域振興会（コミュニティセンター）へ委託し、当該地域に応じた高齢者学級や異世代交流などの各種生涯学習教室を開催し
た。また、生涯学習活動等における公民館総合補償保険行事傷害補償への補助を実施した。　
○市民を対象に山城探訪ツアーを開催した。
【開催日】令和６年11月23日　【場所】天神山城跡　参加者19名

○生涯学習教室友の会や地区コミュニティセンターで開催する講座受講生の成果を発表する場として生涯学習フェスティバルを開催し
た。
【開催日】令和７年３月16日【場所】新川学びの森天神山交流館
　⇒来場者数800人
　今回も（一社）にいかわ学びの森みらい会議主催の活性化イベント「What's学びの森」と同時開催し幅広い世代の参加者など相乗効
果が得られた。

６
評　
　

価

市が主催する生涯学習教室は、生涯学習のきっか
けづくりであることから、教室は入門の位置づけ
とし、併せて新規講師の育成も図る。また、生涯
学習教室の開催数の向上のみを実績とするものか
ら、市内開催教室の情報収集や情報提供といった
業務に重点を置くものとする。



令和6年度実績に関する事務事業評価表 事業№
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ソフト事業 6

事 務 事 業 名 放課後子ども教室推進事業 課　　等　　名 生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 放課後子ども教室推進事業 係　　　　　名 生涯学習・文化係

新規・継続区分 継続事業 電　話　番　号 0765-23-1045

事　務　区　分 自治事務 会　　　　　計 一般会計

事　業　期　間 開始年度 平成13年度 終了年度 当面継続 款 教育費

目　標　名 目標２．未来につなぐまち 項 社会教育費

政　策　名 政策07．誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり 目 社会教育総務費

施　策　名 施策14．生涯学習の推進 総合計画主な事業 記載あり（評価対象）

基本事業名 基本事業14－１．学び続ける環境づくりと地域・家庭教育力の向上 総合戦略との関連 関連あり（評価対象）

根　拠　法　令 集中プランとの関連 関連なし

アウトソーシング導入状況 アウトソーシング導入済（業務委託） 評価対象年度の重点事業 非該当

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

実施教室数 箇所 16 16 16 16 100.0% 15 

教室開催数（総数） 回 253 303 256 245 95.7% 220 

参加者数（延べ） 人 3,351 3,929 4,300 3,888 90.4% 4,000 

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 次年度への繰越額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 1,688,616 1,950,000 1,864,000 1,530,520 -21.5% 1,799,000 

①国庫支出金 円

②県支出金 円 1,124,000 1,292,000 1,243,000 1,020,000 -21.1% 1,192,000 

③地方債 円

④その他（使用料、雑入等） 円

⑤一般財源 円 564,616 658,000 621,000 510,520 -22.4% 607,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 2 2 2 2 － 0.0% 2 

②年間所要時間 時間 900 700 700 700 － 0.0% 700 

③人件費（②×＠ 4,104 円）(Ｂ) 円 3,693,600 2,872,800 2,872,800 2,872,800 － 0.0% 2,872,800 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 5,382,216 4,822,800 4,736,800 4,403,320 -8.7% 4,671,800 

　令和6年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

評価の視点 R5評価 R6評価 個別評価の項目 個別評価の判定 今後の方針

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 現状を維持 事業の拡充

目的の妥当性 １ 妥当である 事業の縮小 統合等の検討

対象の妥当性 １ 妥当である 事業の休止 終了又は廃止

目標達成度 ２ 目標どおり 方針の説明等

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 ２ 普通

コスト効率 ２ 普通

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

担
当
部
署

予
算
科
目総

合
計
画

事 業 概 要
放課後における子どもたちの安全・安心な居場所を設け、地域住民の参画を得て、勉強やスポーツ・文化活動等地域に根ざした
多様な体験活動の機会を提供し、地域全体で子どもたちを育む。主として小学校児童を対象に市内全地区の公民館及びコミュニ
ティセンターと星の杜小学校において、様々な遊び、料理、伝統芸能、サークル活動等を行う。

対　   　象 市内の小学生

手       段
（活動指標）

平日放課後並びに土日・祝日に公民館等でサークル活動・体験活動を実施する。

意       図
（成果指標）

放課後において子どもたちの安全な居場所が確保される。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

妥　当　性 Ａ Ａ

有  効  性 Ｂ Ｂ

効  率  性 Ｂ Ｂ

結果(総括) Ｂ Ｂ 事業の進め方・内容について改善の余地あり

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

　放課後子ども教室は、地区コミュニティセンターと小学校で３教室を開設 (片貝コミセン・加積コミセン・星の杜小学校)
　星の杜小学校での教室は、放課後子ども総合プランによる放課後児童クラブとの一体型としての活動。
　土曜教室は、各地区コミュニティセンターで13教室を開設

６
評　
　

価

少子化対策としても重要な事業であり、関係団体
と協議して事業を展開していく必要がある。ま
た、小学校の統合により、実施場所や方法につい
て見直していく必要がある。
R6公民館のコミセン化に伴い、公民館活動振興事
業と併せて事務の所管について協議、検討し、R6
年度から地域協働課から事務が移管された。



令和6年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

① ○

②

③

①

②

③

①

②

③

ソフト事業 2

事 務 事 業 名 資料収集保存提供事業 課　　等　　名 図書館

予 算 事 業 名 資料収集保存事業 係　　　　　名 図書係

新規・継続区分 継続事業 電　話　番　号 0765-22-0462

事　務　区　分 自治事務 会　　　　　計 一般会計

事　業　期　間 開始年度 平成10年度 終了年度 当面継続 款 教育費

目　標　名 目標２．未来につなぐまち 項 社会教育費

政　策　名 政策07．誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり 目 図書館費

施　策　名 施策14．生涯学習の推進 総合計画主な事業 記載あり（評価対象）

基本事業名 基本事業14－１．学び続ける環境づくりと地域・家庭教育力の向上 総合戦略との関連 関連なし

根　拠　法　令 図書館法第3条第1項第1号～第4号 集中プランとの関連 関連なし

アウトソーシング導入状況 評価対象年度の重点事業 非該当

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

市民 人 39,919 39,274 38,624 38,617 100.0% 37,997 

図書館利用登録者数 人 31,391 18,399 18,000 19,344 107.5% 19,500 

入館者数 人 156,010 158,730 160,000 144,621 90.4% 160,000 

貸出冊数（個人） 冊 215,219 212,482 230,000 196,128 85.3% 220,000 

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 次年度への繰越額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 13,981,394 13,863,314 14,167,000 13,673,714 0 -1.4% 13,703,000 

①国庫支出金 円 0 0 0 0 0 0 

②県支出金 円 0 0 0 0 0 0 

③地方債 円 0 0 0 0 0 0 

④その他（使用料、雑入等） 円 471,956 424,977 748,000 454,092 0 6.9% 748,000 

⑤一般財源 円 13,509,438 13,438,337 13,419,000 13,219,622 0 -1.6% 12,955,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 4 4 4 4 － 0.0% 4 

②年間所要時間 時間 2,500 2,500 2,500 2,500 － 0.0% 2,500 

③人件費（②×＠ 4,104 円）(Ｂ) 円 10,260,000 10,260,000 10,260,000 10,260,000 － 0.0% 10,260,000 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 24,241,394 24,123,314 24,427,000 23,933,714 0 -0.8% 23,963,000 

　令和6年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

評価の視点 R5評価 R6評価 個別評価の項目 個別評価の判定 今後の方針

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 現状を維持 事業の拡充

目的の妥当性 １ 妥当である 事業の縮小 統合等の検討

対象の妥当性 １ 妥当である 事業の休止 終了又は廃止

目標達成度 ２ 目標どおり 方針の説明等

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 １ 高い

コスト効率 ２ 普通

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

担
当
部
署

予
算
科
目総

合
計
画

事 業 概 要
市民の教育、学術及び文化の発展に寄与するため、図書、雑誌、新聞、参考図書、視聴覚資料、郷土資料など資料を選び、収
集、保存、管理し市民や利用者に提供する。

対　   　象 市民及び図書館利用者

手       段
（活動指標）

新刊の図書・雑誌・郷土資料等を購入するとともに、リサイクル資料の積極的な受入や相互貸借等により、より多く
の資料を提供する。

意       図
（成果指標）

市民の図書館の利用及び本への親しみが増加する。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

妥　当　性 Ａ Ａ

有  効  性 Ａ Ａ

効  率  性 Ｂ Ｂ

結果(総括) Ａ Ａ 計画どおり事業を実施することが適当

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

・図書、雑誌、新聞、視聴覚資料、郷土資料などの収集、保存、管理を行い、市民や利用者に提供した。また、資料の照会や本の相談
（レファレンス）に対応するとともに、他館との資料の相互貸借を行った。
・雑誌スポンサー制度を継続し、経費の削減を図った。
・うおづ電子図書館を運営した。
・寄附金を受け、寄付者の意向に沿いながら本を購入した。

６
評　
　

価

本と電子書籍双方を充実させ、市民の読書活動
と生涯学習を支援していく。



令和6年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

① ○

②

③

①

②

③

①

②

③

ソフト事業 3

事 務 事 業 名 教養・普及事業 課　　等　　名 図書館

予 算 事 業 名 教養・普及事業 係　　　　　名 図書係

新規・継続区分 継続事業 電　話　番　号 0765-22-0462

事　務　区　分 自治事務 会　　　　　計 一般会計

事　業　期　間 開始年度 平成17年度 終了年度 当面維持 款 教育費

目　標　名 目標２．未来につなぐまち 項 社会教育費

政　策　名 政策07．誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり 目 図書館費

施　策　名 施策14．生涯学習の推進 総合計画主な事業 記載あり（評価対象）

基本事業名 基本事業14－１．学び続ける環境づくりと地域・家庭教育力の向上 総合戦略との関連 関連なし

根　拠　法　令 図書館法第3条第1項第6号 集中プランとの関連 関連なし

アウトソーシング導入状況 評価対象年度の重点事業 非該当

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

図書館教室開講数 件 53 59 70 62 88.6% 70 

おはなし会開催数 件 49 51 55 45 81.8% 55 

図書館教室参加人数 人 460 519 600 434 72.3% 550 

おはなし会参加人数 人 415 485 500 495 99.0% 500 

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 次年度への繰越額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 591,503 328,985 194,000 139,056 0 -57.7% 636,000 

①国庫支出金 円 0 0 0 0 0 0 

②県支出金 円 0 0 0 0 0 0 

③地方債 円 0 0 0 0 0 0 

④その他（使用料、雑入等） 円 534,000 355,000 120,000 154,000 0 -56.6% 190,000 

⑤一般財源 円 57,503 -26,015 74,000 -14,944 0 -42.6% 446,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 4 4 4 4 － 0.0% 4 

②年間所要時間 時間 1,700 1,500 1,600 1,500 － 0.0% 1,500 

③人件費（②×＠ 4,104 円）(Ｂ) 円 6,976,800 6,156,000 6,566,400 6,156,000 － 0.0% 6,156,000 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 7,568,303 6,484,985 6,760,400 6,295,056 0 -2.9% 6,792,000 

　令和6年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

評価の視点 R5評価 R6評価 個別評価の項目 個別評価の判定 今後の方針

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 現状を維持 事業の拡充

目的の妥当性 １ 妥当である 事業の縮小 統合等の検討

対象の妥当性 １ 妥当である 事業の休止 終了又は廃止

目標達成度 ２ 目標どおり 方針の説明等

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 １ 高い

コスト効率 ２ 普通

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

担
当
部
署

予
算
科
目総

合
計
画

事 業 概 要 図書館教室（古文書解読会・読書会など）や文学講座・歴史講座・お話し会・お楽しみ会・シネマ倶楽部などの開催

対　   　象 市民及びその事業に興味を持って参加される市民以外の方

手       段
（活動指標）

図書館映画上映事業、文学講座、歴史講座、おはなし会、子ども向けお楽しみ会、おはなし玉手箱、読み聞かせ講習
会、図書館教室(古文書解読会、草かなで読む読書会、魚津読書会、川柳教室)、図書館コンサート

意       図
（成果指標）

図書館の資料や設備を利用して、多くの市民が生涯学習の意欲や楽しみを持つことができる。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

妥　当　性 Ａ Ａ

有  効  性 Ａ Ａ

効  率  性 Ｂ Ｂ

結果(総括) Ａ Ａ 計画どおり事業を実施することが適当

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

・図書館教室（古文書解読会・読書会など）や文学講座・歴史講座、おはなし会、シネマ倶楽部などを開催した。
・こども行事（こどもなつ祭り）を行った。
・市内外の有識者を講師・アドバイザーとしてお迎えし、横山源之助を偲ぶ談話会などの講座を開催した。

６
評　
　

価

図書館の郷土資料を活用した質の高い講座、教
室を開催する。市民ニーズに応えながら、周
知・広報活動に努め参加者数の増加を図る。



令和6年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

① ○

②

③

①

②

③

①

②

③

ソフト事業 8

事 務 事 業 名 文化財維持管理事業 課　　等　　名 生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 文化財維持管理事業 係　　　　　名 文化財保護係

新規・継続区分 継続事業 電　話　番　号 0765-23-1045

事　務　区　分 自治事務 会　　　　　計 一般会計

事　業　期　間 開始年度 昭和38年 終了年度 当面継続 款 教育費

目　標　名 目標２．未来につなぐまち 項 社会教育費

政　策　名 政策07．誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり 目 文化費

施　策　名 施策14．生涯学習の推進 総合計画主な事業 記載あり（評価対象）

基本事業名 基本事業14－２．ふるさとの歴史や文化財の保存・継承・活用 総合戦略との関連 関連なし

根　拠　法　令 博物館法、文化財保護法 集中プランとの関連 関連なし

アウトソーシング導入状況 アウトソーシング導入済（業務委託） 評価対象年度の重点事業 非該当

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

文化財保護審議会及び博物館協議会の開催 件 1 1 1 1 100.0% 2 

文化財調査件数 件 1 2 2 2 100.0% 3 

新たな指定文化財件数 件 0 0 1 0 0.0% 1 

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 次年度への繰越額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 1,634,901 1,250,151 1,643,000 960,031 0 -23.2% 1,694,000 

①国庫支出金 円

②県支出金 円

③地方債 円

④その他（使用料、雑入等） 円

⑤一般財源 円 1,634,901 1,250,151 1,643,000 960,031 -23.2% 1,694,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 3 3 4 3 － 0.0% 3 

②年間所要時間 時間 700 700 700 900 － 28.6% 700 

③人件費（②×＠ 4,104 円）(Ｂ) 円 2,872,800 2,872,800 2,872,800 3,693,600 － 28.6% 2,872,800 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 4,507,701 4,122,951 4,515,800 4,653,631 0 12.9% 4,566,800 

　令和6年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

評価の視点 R5評価 R6評価 個別評価の項目 個別評価の判定 今後の方針

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 現状を維持 事業の拡充

目的の妥当性 １ 妥当である 事業の縮小 統合等の検討

対象の妥当性 １ 妥当である 事業の休止 終了又は廃止

目標達成度 ２ 目標どおり 方針の説明等

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 ２ 普通

コスト効率 ２ 普通

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

担
当
部
署

予
算
科
目総

合
計
画

事 業 概 要
・市内にある文化財の管理。文化財保護審議会及び博物館協議会の開催。
・埋蔵文化財調査室の施設管理を適切に行い、発掘調査によって出土した埋蔵文化財を整理し、管理・収蔵及び調査報告書の
作成等を行う。

対　   　象
・市内の文化財。
・発掘された埋蔵文化財及び発掘調査記録。

手       段
（活動指標）

・文化財保護審議会及び博物館協議会の開催及び未指定文化財の調査を実施し、文化財の保存や活用を図る。また博物館のより良い運営形態を
図る。
・出土品及び記録保存された図面等に対する適切な整理・収蔵。

意       図
（成果指標）

・未指定文化財の調査や、文化財の状況を随時確認することで、文化財の劣化や破壊を防ぎ、後世に残すことができる。
・発掘された埋蔵文化財が適切に整理、管理、収蔵される。これにより魚津の文化財として適切に保存されることになる。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

妥　当　性 Ａ Ａ

有  効  性 Ａ Ｂ

効  率  性 Ｂ Ｂ

結果(総括) Ａ Ｂ 事業の進め方・内容について改善の余地あり

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

・博物館協議会を1回開催（令和７年３月19日）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・県指定史跡である松倉城跡の草刈りを2回実施。⇒R6～地域協働課まちづくり交付金へ統合
・県指定天然記念物である大沢の地鎮杉の草刈りを１回実施。
・埋蔵文化財調査室の維持管理。
・天神山公衆トイレの維持管理。
・松倉城跡本丸内の倒木処理業務を５月に実施。

６
評　
　

価

博物館協議会、文化財保護審議会等は市内の博物
館や文化財を管理していく上で必要である。ま
た、国、県、市それぞれの指定文化財や登録文化
財を適切に維持、管理、活用していく必要があ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



令和6年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

① ○

②

③

①

②

③

①

②

③

ソフト事業 10

事 務 事 業 名 文化財保存活用事業 課　　等　　名 生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 文化財保存活用事業 係　　　　　名 文化財保護係

新規・継続区分 継続事業 電　話　番　号 0765-23-1045

事　務　区　分 自治事務 会　　　　　計 一般会計

事　業　期　間 開始年度 不明 終了年度 当面継続 款 教育費

目　標　名 目標２．未来につなぐまち 項 社会教育費

政　策　名 政策07．誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり 目 文化費

施　策　名 施策14．生涯学習の推進 総合計画主な事業 記載あり（評価対象）

基本事業名 基本事業14－２．ふるさとの歴史や文化財の保存・継承・活用 総合戦略との関連 関連あり（評価対象）

根　拠　法　令 文化財保護法 集中プランとの関連 関連なし

アウトソーシング導入状況 アウトソーシング導入済（業務委託） 評価対象年度の重点事業 該当

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

文化財保存活用のための整備・補助の件数 件 7 5 5 6 120.0% 7 
たてもんの森に関わる事業(森の遊び場含)の参加者数 人 20 37 40 23 57.5% 40 

文化財保存活用事業への年間延べ参加者数 人 20 35 40 19 47.5% 20 

たてもん協力隊参加者数 人 108 184 300 219 73.0% 300 

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 次年度への繰越額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 7,943,894 3,970,272 7,486,000 4,753,131 0 19.7% 7,129,000 

①国庫支出金 円

②県支出金 円

③地方債 円

④その他（使用料、雑入等） 円 18,348 7,468,000 3,037,000 

⑤一般財源 円 7,943,894 3,951,924 18,000 4,753,131 20.3% 4,092,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 2 3 2 3 － 0.0% 3 

②年間所要時間 時間 600 700 600 1,100 － 57.1% 1,100 

③人件費（②×＠ 4,104 円）(Ｂ) 円 2,462,400 2,872,800 2,462,400 4,514,400 － 57.1% 4,514,400 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 10,406,294 6,843,072 9,948,400 9,267,531 0 35.4% 11,643,400 

　令和6年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

評価の視点 R5評価 R6評価 個別評価の項目 個別評価の判定 今後の方針

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 現状を維持 事業の拡充

目的の妥当性 １ 妥当である 事業の縮小 統合等の検討

対象の妥当性 １ 妥当である 事業の休止 終了又は廃止

目標達成度 ２ 目標どおり 方針の説明等

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 １ 高い

コスト効率 ２ 普通

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

担
当
部
署

予
算
科
目総

合
計
画

事 業 概 要

・市内にある文化財の保存・活用のため、説明看板や標柱、標識の設置を行うほか、文化財保存のための調査や整備、補助、破損時の保存修理等を実施。
・「魚津のタテモン行事」を安定的に開催するための協力・支援事業のほか、他の保存団体が実施する保存・継承に必要な事業へ補助金を交付。
＜レガシー事業＞地元産の木材でたてもんを製作することを目指し植樹（H29～R1）した「たてもんの森」の管理・整備のほか、運営支援（祭りの恒常的開催のため運営経
費を支援）やたてもん祭りの由来、写真資料等の調査・収集作業、ユネスコＰＲ普及啓発事業等を実施。

対　   　象
・市内の文化財。指定無形民俗文化財保存団体。魚津市の歴史を調査研究する団体。
＜レガシー事業＞魚津市在住の小学生～大人

手       段
（活動指標）

・市内の文化財の保存・活用のために整備を行うと伴に、伝統的な祭りの継承に努める。
・各保存団体において、郷土に伝わる文化財の保存・継承が行われる。
＜レガシー事業＞ユネスコ無形文化遺産に登録されたたてもん祭りを後世に継承していく意識を高める事業の推進

意       図
（成果指標）

・市民の文化財の認知や保護への理解が深まり、適切に保存されるとともに、祭り等の伝統文化が継承される。
保存会等の活動が活発になり、無形民俗文化財が適切に保存・継承される。また、歴史同好会会員により魚津の歴史や伝統についての調査がなされる。
＜レガシー事業＞ユネスコ無形文化遺産に登録されたたてもん祭りが後世に安定的に継承される。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

妥　当　性 Ａ Ａ

有  効  性 Ａ Ａ

効  率  性 Ｂ Ｂ

結果(総括) Ａ Ａ 計画どおり事業を実施することが適当

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

・松倉城跡国指定関連事業として、指定範囲の同意取得事業を地元地区と協議しながら進めてきた。併せて国指定に伴う地元説明会を
開催した。
・北海道東川町との交流事業として、市内小学生7名、せり込み蝶六保存会２名とともに東川町を訪問し、交流事業を行った。
・石の門砦、天神山城跡の探訪ツアー開催。
・市指定の無形民俗文化財保存団体への事業補助（補助団体：布施谷節保存会、鹿熊刀踊り保存会、せり込み蝶六保存会）
・国指定の無形民俗文化財保存団体への事業補助（補助団体：たてもん保存会）。
・たてもん祭りが開催された。たてもん協力隊には219名の参加があった。
・全国山・鉾・屋台保存連合会総会出席（長浜市）。　
＜レガシー事業＞
・R5たてもんの森周辺を会場に５～６歳の未就学児を対象とした自然体験教室を開催（10/5）

６
評　
　

価

指定文化財や今後保存すべき文化遺産に対して、
現状把握と保存・整備・活用についてその地域と
連携し、進めていく必要がある。また、ユネスコ
無形文化遺産に登録の「魚津のタテモン行事」
は、国を代表する祭りの１つとして、その保存と
継承に努める責任があり、保存団体と市民、行政
が一体となり、安定的運行と後継者育成、ＰＲに
努めていく。



令和6年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

①

② ○

③

①

②

③

①

②

③

ソフト事業 17

事 務 事 業 名 資料館収蔵品移設事業 課　　等　　名 生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 資料館収蔵品移設事業 係　　　　　名 生涯学習・文化係 / 文化財保護係

新規・継続区分 継続事業 電　話　番　号 0765-23-1045

事　務　区　分 自治事務 会　　　　　計 一般会計

事　業　期　間 開始年度 令和４年度 終了年度 令和11年度 款 教育費

目　標　名 目標２．未来につなぐまち 項 社会教育費

政　策　名 政策07．誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり 目 社会教育総務費

施　策　名 施策14．生涯学習の推進 総合計画主な事業 記載なし

基本事業名 基本事業14－３．博物館の充実 総合戦略との関連 関連なし

根　拠　法　令 集中プランとの関連 関連あり（評価対象）

アウトソーシング導入状況 アウトソーシング導入済（業務委託） 評価対象年度の重点事業 非該当

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

収蔵品の移設(仮収蔵庫) 件 2,900 30 0 0 2,900 

資料館の解体 件 0 1 0 0 0 

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 次年度への繰越額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 4,285,661 42,206,460 4,502,000 4,501,200 0 -89.3% 3,500,000 

①国庫支出金 円

②県支出金 円

③地方債 円

④その他（使用料、雑入等） 円

⑤一般財源 円 4,285,661 42,206,460 4,502,000 4,501,200 -89.3% 3,500,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 4 4 3 4 － 0.0% 4 

②年間所要時間 時間 1,500 1,500 1,100 1,500 － 0.0% 1,500 

③人件費（②×＠ 4,104 円）(Ｂ) 円 6,156,000 6,156,000 4,514,400 6,156,000 － 0.0% 6,156,000 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 10,441,661 48,362,460 9,016,400 10,657,200 0 -78.0% 9,656,000 

　令和6年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

評価の視点 R5評価 R6評価 個別評価の項目 個別評価の判定 今後の方針

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 現状を維持 事業の拡充

目的の妥当性 １ 妥当である 事業の縮小 統合等の検討

対象の妥当性 １ 妥当である 事業の休止 終了又は廃止

目標達成度 ２ 目標どおり 方針の説明等

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 ２ 普通

コスト効率 ２ 普通

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

担
当
部
署

予
算
科
目総

合
計
画

事 業 概 要 歴史民俗資料館の解体及び収蔵品の移設を行う。

対　   　象 博物館施設及び館収蔵品、市民、県内外観光客

手       段
（活動指標）

収蔵品の移設

意       図
（成果指標）

資料館の解体

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

妥　当　性 Ａ Ａ

有  効  性 Ａ Ｂ

効  率  性 Ｂ Ｂ

結果(総括) Ａ Ｂ 事業の進め方・内容について改善の余地あり

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

○資料館収蔵品の移設を行った。
○収蔵品は、郷土館収蔵庫及び農協会館１階を利用。農協会館については、賃貸借契約を結んだ。（有限会社アイエヌエル）
〇今後は、仮収蔵施設からの移設についての時期や内容について、関係機関との調整・検討を進める必要がある。
○令和７年度予算査定により、旧農協会館をR7年度７月末で賃貸借契約を終了し、旧総合体育館へ移設させることとなった。

６
評　
　

価

仮収蔵庫への移設及び資料館の解体は完了した。
今後は、仮収蔵庫での収蔵品の維持を続けるとと
もに、収蔵品の移設について関係機関との調整を
行う。



令和6年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

① ○

②

③

①

②

③

①

②

③

ハード事業 4

事 務 事 業 名 水族館施設整備事業 課　　等　　名 水族博物館

予 算 事 業 名 施設整備事業 係　　　　　名 飼育研究係

新規・継続区分 継続事業 電　話　番　号 0765-24-4100

事　務　区　分 自治事務 会　　　　　計 水族館事業特別会計

事　業　期　間 開始年度 平成20年 終了年度 当面継続 款 水族館費

目　標　名 目標２．未来につなぐまち 項 水族館費

政　策　名 政策07．誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり 目 水族館管理費

施　策　名 施策14．生涯学習の推進 総合計画主な事業 記載なし

基本事業名 基本事業14－３．博物館の充実 総合戦略との関連 関連なし

根　拠　法　令 集中プランとの関連 関連あり（評価対象）

アウトソーシング導入状況 評価対象年度の重点事業 該当

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

年間入館者数 人 152,871 149,349 152,000 162,878 107.2% 170,000 

入館者の前年対比 ％ 137.6 97.7 116.9 109.0 93.2% 104.0 

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 次年度への繰越額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 23,456,000 39,023,700 94,307,000 91,908,600 0 135.5% 48,529,000 

①国庫支出金 円

②県支出金 円

③地方債 円 12,400,000 35,000,000 83,000,000 80,500,000 0 130.0% 43,600,000 

④その他（使用料、雑入等） 円 11,056,000 4,023,700 11,307,000 11,408,600 0 183.5% 4,929,000 

⑤一般財源 円

①事務事業に携わる正規職員数 人 2 2 2 2 － 0.0% 2 

②年間所要時間 時間 1,100 1,200 1,200 1,200 － 0.0% 1,200 

③人件費（②×＠ 4,104 円）(Ｂ) 円 4,514,400 4,924,800 4,924,800 4,924,800 － 0.0% 4,924,800 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 27,970,400 43,948,500 99,231,800 96,833,400 0 120.3% 53,453,800 

　令和6年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

評価の視点 R5評価 R6評価 個別評価の項目 個別評価の判定 今後の方針

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 現状を維持 事業の拡充

目的の妥当性 １ 妥当である 事業の縮小 統合等の検討

対象の妥当性 １ 妥当である 事業の休止 終了又は廃止

目標達成度 ２ 目標どおり 方針の説明等

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 １ 高い

コスト効率 ２ 普通

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

担
当
部
署

予
算
科
目総

合
計
画

事 業 概 要 水族館施設の大規模な施設改修事業

対　   　象 ①入館者②魚津水族館館内設備

手       段
（活動指標）

大規模な整備に関する施設改修工事

意       図
（成果指標）

効果的な改修を行い、４代目水族館建設まで、安定運営を図る。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

妥　当　性 Ａ Ａ

有  効  性 Ａ Ａ

効  率  性 Ｂ Ｂ

結果(総括) Ａ Ａ 計画どおり事業を実施することが適当

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

○館内非常用照明更新工事（Ｒ６へ繰越明許）
〇低温冷凍機（ブラインチラー）更新工事（Ｒ６へ繰越明許）
○屋上防水塗装工事
○３階写真水槽撤去工事
○冷凍庫用冷凍機更新工事
○波の水槽用生物ポンプ工事
○屋内消火栓ポンプ更新工事
○海水送水ポンプ更新工事
○井水揚水水中ポンプ更新工事
○富山湾大水槽熱交換器No.1更新工事

６
評　
　

価

現状においては、長寿命化計画を立てても、金
額が大きすぎて、実施できない修繕が多い。限
られた予算内で優先度を考えて修繕工事を行っ
ており、突発的に生じる修繕は補正対応してい
る。今後、営業に支障のある大きな修繕が生じ
る可能性が高くなっている。



令和6年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

① ○

②

③

①

②

③

①

②

③

ソフト事業 5

事 務 事 業 名 水族館企画展事業 課　　等　　名 水族博物館

予 算 事 業 名 企画展事業 係　　　　　名 飼育研究係

新規・継続区分 継続事業 電　話　番　号 0765-24-4100

事　務　区　分 自治事務 会　　　　　計 予算なし

事　業　期　間 開始年度 昭和56年 終了年度 当面継続 款

目　標　名 目標２．未来につなぐまち 項

政　策　名 政策07．誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり 目

施　策　名 施策14．生涯学習の推進 総合計画主な事業 記載あり（評価対象）

基本事業名 基本事業14－３．博物館の充実 総合戦略との関連 関連なし

根　拠　法　令 集中プランとの関連 関連なし

アウトソーシング導入状況 アウトソーシング導入済（　） 評価対象年度の重点事業 該当

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

企画展の実施回数 回 2 2 2 2 100.0% 2 

年間入館者数 人 152,871 149,349 152,000 162,878 107.2% 170,000 

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 次年度への繰越額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 129,911 0 0 0 0 0 

①国庫支出金 円

②県支出金 円

③地方債 円

④その他（使用料、雑入等） 円 129,911 0 0 0 0 0 

⑤一般財源 円

①事務事業に携わる正規職員数 人 2 2 2 2 － 0.0% 2 

②年間所要時間 時間 1,360 800 800 800 － 0.0% 800 

③人件費（②×＠ 4,104 円）(Ｂ) 円 5,581,440 3,283,200 3,283,200 3,283,200 － 0.0% 3,283,200 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 5,711,351 3,283,200 3,283,200 3,283,200 0 0.0% 3,283,200 

　令和6年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

評価の視点 R5評価 R6評価 個別評価の項目 個別評価の判定 今後の方針

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 現状を維持 事業の拡充

目的の妥当性 １ 妥当である 事業の縮小 統合等の検討

対象の妥当性 １ 妥当である 事業の休止 終了又は廃止

目標達成度 ２ 目標どおり 方針の説明等

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 １ 高い

コスト効率 ２ 普通

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

担
当
部
署

予
算
科
目総

合
計
画

事 業 概 要
Ｒ５年度より企画展事業を施設管理公社に委託。
事業費を公社委託料へ（一般管理事業へ）。
テーマを選び、ファミリウムを中心に年に数回開催する。

対　   　象 来館者

手       段
（活動指標）

春の企画展、ホタルイカ展示、シロエビ展示、秋の企画展、ハロウィン特別展示、クリスマス特別展示

意       図
（成果指標）

企画展を通して、入館者が増し生物に対して興味がわき、知識が増える。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

妥　当　性 Ａ Ａ

有  効  性 Ａ Ａ

効  率  性 Ａ Ｂ

結果(総括) Ａ Ａ 計画どおり事業を実施することが適当

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

企画展の企画・実施を施設管理公社に委託。
市学芸員は飼育員と連携して企画の段階から携わった。
○春の企画展　知れば知るほど謎だらけ　ホタルイカ展
〇さわリウム
〇秋の企画展「ヤドカニじゃないよ　ヤドカリ展」
○ハロウィン展
○クリスマス展
〇干支展

６
評　
　

価

事務事業を施設管理公社に委託。
公社委託後もこれまでどおり、来館者に学ぶこ
との楽しさを体験していただけるよう、市の学
芸員が飼育員と連携して企画していく。



令和6年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

① ○

②

③

①

②

③

①

②

③

ソフト事業 6

事 務 事 業 名 水族館博物館事業 課　　等　　名 水族博物館

予 算 事 業 名 博物館事業 係　　　　　名 飼育研究係

新規・継続区分 継続事業 電　話　番　号 0765-24-4100

事　務　区　分 自治事務 会　　　　　計 水族館事業特別会計

事　業　期　間 開始年度 昭和56年 終了年度 当面継続 款 水族館費

目　標　名 目標２．未来につなぐまち 項 水族館費

政　策　名 政策07．誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり 目 水族館管理費

施　策　名 施策14．生涯学習の推進 総合計画主な事業 記載あり（評価対象）

基本事業名 基本事業14－３．博物館の充実 総合戦略との関連 関連なし

根　拠　法　令 集中プランとの関連 関連なし

アウトソーシング導入状況 評価対象年度の重点事業 該当

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

展示生物 点 10,000 10,000 10,000 10,000 100.0% 10,000 

調査研究数 件 5 5 5 6 120.0% 6 

本年度展示生物数/前年度の展示生物数 ％ 100 100 100 100 100.0% 100 

論文・報告発表数 数 8 5 5 6 120.0% 6 

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 次年度への繰越額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 3,584,257 1,279,698 3,375,000 2,754,991 0 115.3% 2,710,000 

①国庫支出金 円

②県支出金 円

③地方債 円

④その他（使用料、雑入等） 円 3,584,257 1,279,698 3,375,000 2,754,991 0 115.3% 2,710,000 

⑤一般財源 円

①事務事業に携わる正規職員数 人 2 3 3 3 － 0.0% 3 

②年間所要時間 時間 1,500 1,800 1,800 1,800 － 0.0% 1,800 

③人件費（②×＠ 4,104 円）(Ｂ) 円 6,156,000 7,387,200 7,387,200 7,387,200 － 0.0% 7,387,200 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 9,740,257 8,666,898 10,762,200 10,142,191 0 17.0% 10,097,200 

　令和6年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

評価の視点 R5評価 R6評価 個別評価の項目 個別評価の判定 今後の方針

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 現状を維持 事業の拡充

目的の妥当性 １ 妥当である 事業の縮小 統合等の検討

対象の妥当性 １ 妥当である 事業の休止 終了又は廃止

目標達成度 ２ 目標どおり 方針の説明等

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 ２ 普通

コスト効率 １ 高い

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

担
当
部
署

予
算
科
目総

合
計
画

事 業 概 要 ①水族館の常設展示生物の飼育・展示　②調査研究　③普及活動に関わること

対　   　象 ①常設展示生物　②入館者　③普及活動

手       段
（活動指標）

①水族館の常設展示生物の飼育・展示　②調査研究　③うおづ水辺の調査隊活動等

意       図
（成果指標）

①水族館の展示生物をよい状態で飼育・展示ができる　②調査研究の結果を年報やホームページで公表する　
③普及活動により、水生生物に対する理解が向上する

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

妥　当　性 Ａ Ａ

有  効  性 Ａ Ｂ

効  率  性 Ａ Ａ

結果(総括) Ａ Ａ 計画どおり事業を実施することが適当

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

事務事業の一部を施設管理公社に委託
○ホタルイカ展示・発光実験開催、市内小学校出前講座
○アウトリーチ活動（市内小学校）
○夏休みイベント「マツカサウオの光を見てみよう！」
〇ミッケビオトープ事業
《調査研究事業・観察会》
〇うおづ水辺の調査隊事業
〇富山県小河川調査（富山県生物学会）淡水魚・両生類など
〇外来生物調査（アカミミガメ、アメリカザリガニ、アリゲーターガー）

６
評　
　

価

博物館事業は水族館の命であり、本事業充実に
力を入れるのは欠かすことができない。恒常的
な展示更新や話題性のある生物展示、普及活動
などを行い情報発信することで、魚津水族館の
魅力をアピールしたい。またサポーター活動の
充実を図り、教育普及、生涯学習につなげてい
きたい。



令和6年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

① ○

②

③

①

②

③

①

②

③

ソフト事業 2

事 務 事 業 名 蜃気楼ネットワーク事業 課　　等　　名 埋没林博物館

予 算 事 業 名 蜃気楼ネットワーク事業 係　　　　　名 管理係

新規・継続区分 継続事業 電　話　番　号 0765-22-1049

事　務　区　分 自治事務 会　　　　　計 一般会計

事　業　期　間 開始年度 平成15年度 終了年度 当面継続 款 教育費

目　標　名 目標２．未来につなぐまち 項 社会教育費

政　策　名 政策07．誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり 目 埋没林博物館費

施　策　名 施策14．生涯学習の推進 総合計画主な事業 記載なし

基本事業名 基本事業14－３．博物館の充実 総合戦略との関連 関連あり（評価対象）

根　拠　法　令 集中プランとの関連 関連なし

アウトソーシング導入状況 アウトソーシング導入済（協働） 評価対象年度の重点事業 非該当

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

研究発表件数 件 10 12 10 19 190.0% 10 

記録誌配付件数 件 50 50 50 50 100.0% 50 

研究発表会聴講者 人 23 30 50 35 70.0% 50 

講演会参加者 人 104 30 50 31 62.0% 50 

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 次年度への繰越額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 884,486 209,207 72,000 62,325 0 -70.2% 197,000 

①国庫支出金 円

②県支出金 円

③地方債 円

④その他（使用料、雑入等） 円 707,486 

⑤一般財源 円 177,000 209,207 72,000 62,325 -70.2% 197,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 3 3 3 3 － 0.0% 3 

②年間所要時間 時間 700 500 700 500 － 0.0% 500 

③人件費（②×＠ 4,104 円）(Ｂ) 円 2,872,800 2,052,000 2,872,800 2,052,000 － 0.0% 2,052,000 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 3,757,286 2,261,207 2,944,800 2,114,325 0 -6.5% 2,249,000 

　令和6年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

評価の視点 R5評価 R6評価 個別評価の項目 個別評価の判定 今後の方針

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 現状を維持 事業の拡充

目的の妥当性 １ 妥当である 事業の縮小 統合等の検討

対象の妥当性 １ 妥当である 事業の休止 終了又は廃止

目標達成度 ３ 低い・未実施 方針の説明等

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 １ 高い

コスト効率 １ 高い

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

担
当
部
署

予
算
科
目総

合
計
画

事 業 概 要
市の観光資源の１つである「蜃気楼」に関する情報の集約、情報交流、発生メカニズムの解明、魚津市民への知識の普及を目
指す事業

対　   　象 蜃気楼につながりを持つ人、情報及び魚津市民

手       段
（活動指標）

蜃気楼交流会の開催、交流会記録誌の発行
日本蜃気楼協議会と連携した講演会の開催

意       図
（成果指標）

蜃気楼に関する人、情報等の交流を促進し、魚津市民には郷土の地域資源としての蜃気楼に関する理解を深める。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

妥　当　性 Ａ Ａ

有  効  性 Ｂ Ｂ

効  率  性 Ａ Ａ

結果(総括) Ａ Ａ 計画どおり事業を実施することが適当

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

○日本蜃気楼協議会と連携した第20回蜃気楼交流会（5/18）を開催した。
○特別講演会、研究発表会（5/19）の内容を記録した「第20回蜃気楼交流会記録誌」を発行した。

６
評　
　

価

”蜃気楼の見える街”を掲げる魚津市におい
て、全国の蜃気楼の中心地・拠点施設として継
続・発展させていく。より多くの市民の参加を
促す工夫が必要。



令和6年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

① ○

②

③

①

②

③

①

②

③

ソフト事業 3

事 務 事 業 名 埋没林博物館教室事業 課　　等　　名 埋没林博物館

予 算 事 業 名 博物館教室事業 係　　　　　名 管理係

新規・継続区分 継続事業 電　話　番　号 0765-22-1049

事　務　区　分 自治事務 会　　　　　計 一般会計

事　業　期　間 開始年度 平成5年度 終了年度 当面継続 款 教育費

目　標　名 目標２．未来につなぐまち 項 社会教育費

政　策　名 政策07．誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり 目 埋没林博物館費

施　策　名 施策14．生涯学習の推進 総合計画主な事業 記載あり（評価対象）

基本事業名 基本事業14－３．博物館の充実 総合戦略との関連 関連なし

根　拠　法　令 集中プランとの関連 関連なし

アウトソーシング導入状況 評価対象年度の重点事業 非該当

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

ふれあい学習会開催回数 回 6 8 5 8 160.0% 5 

学習会延べ参加人数 人 46 81 100 197 197.0% 100 

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 次年度への繰越額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 41,416 50,344 43,000 34,945 0 -30.6% 63,000 

①国庫支出金 円

②県支出金 円

③地方債 円

④その他（使用料、雑入等） 円 13,800 8,500 18,000 32,100 277.6% 30,000 

⑤一般財源 円 27,616 41,844 25,000 2,845 -93.2% 33,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 3 3 3 3 － 0.0% 3 

②年間所要時間 時間 800 700 800 700 － 0.0% 800 

③人件費（②×＠ 4,104 円）(Ｂ) 円 3,283,200 2,872,800 3,283,200 2,872,800 － 0.0% 3,283,200 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 3,324,616 2,923,144 3,326,200 2,907,745 0 -0.5% 3,346,200 

　令和6年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

評価の視点 R5評価 R6評価 個別評価の項目 個別評価の判定 今後の方針

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 現状を維持 事業の拡充

目的の妥当性 １ 妥当である 事業の縮小 統合等の検討

対象の妥当性 １ 妥当である 事業の休止 終了又は廃止

目標達成度 １ 高い 方針の説明等

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 １ 高い

コスト効率 １ 高い

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

担
当
部
署

予
算
科
目総

合
計
画

事 業 概 要
主として魚津市民に対し、郷土の自然とふれあいを通して、その重要性や意義への理解を深めることを目的として講座を主催
する。

対　   　象 魚津市民、魚津市の自然に興味のある人（市民以外を含む）

手       段
（活動指標）

「ふれあい学習会」を開催

意       図
（成果指標）

魚津市の自然に興味を持ち、接する機会を持ってもらう。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

妥　当　性 Ａ Ａ

有  効  性 Ｂ Ａ

効  率  性 Ａ Ａ

結果(総括) Ａ Ａ 計画どおり事業を実施することが適当

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

○博物館教室を合計8回開催した。
○「視点で変わるインフィニティミラージュ」「光る生物、鉱物観察会」など大人から子供まで一緒に楽しめるオリジナル企画を盛り
込んだ。

６
評　
　

価

魚津市民が郷土の自然などに興味を持ち、学習
できる場を提供するため、内容の更新や手法の
工夫などを重ねながら継続していく。



令和6年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

① ○

②

③

①

②

③

①

②

③

ソフト事業 4

事 務 事 業 名 埋没林博物館調査研究事業 課　　等　　名 埋没林博物館

予 算 事 業 名 調査研究・展示事業 係　　　　　名 管理係

新規・継続区分 継続事業 電　話　番　号 0765-22-1049

事　務　区　分 自治事務 会　　　　　計 一般会計

事　業　期　間 開始年度 平成4年度 終了年度 当面継続 款 教育費

目　標　名 目標２．未来につなぐまち 項 社会教育費

政　策　名 政策07．誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり 目 埋没林博物館費

施　策　名 施策14．生涯学習の推進 総合計画主な事業 記載あり（評価対象）

基本事業名 基本事業14－３．博物館の充実 総合戦略との関連 関連なし

根　拠　法　令 集中プランとの関連 関連なし

アウトソーシング導入状況 評価対象年度の重点事業 非該当

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

野外調査等回数 回 50 70 70 70 100.0% 70 

新規収集資料数（画像ファイル等のデータ等２次資料を含む） 件 2,500 1,500 1,500 1,500 100.0% 1,500 

報告書・出版物・外部執筆・講師派遣等件数 件 30 30 30 30 100.0% 30 

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 次年度への繰越額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 1,464,487 1,086,400 722,000 604,011 0 -44.4% 1,776,000 

①国庫支出金 円

②県支出金 円

③地方債 円

④その他（使用料、雑入等） 円 1,012,257 

⑤一般財源 円 452,230 1,086,400 722,000 604,011 -44.4% 1,776,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 3 3 3 3 － 0.0% 3 

②年間所要時間 時間 900 700 700 800 － 14.3% 800 

③人件費（②×＠ 4,104 円）(Ｂ) 円 3,693,600 2,872,800 2,872,800 3,283,200 － 14.3% 3,283,200 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 5,158,087 3,959,200 3,594,800 3,887,211 0 -1.8% 5,059,200 

　令和6年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

評価の視点 R5評価 R6評価 個別評価の項目 個別評価の判定 今後の方針

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 現状を維持 事業の拡充

目的の妥当性 １ 妥当である 事業の縮小 統合等の検討

対象の妥当性 １ 妥当である 事業の休止 終了又は廃止

目標達成度 ２ 目標どおり 方針の説明等

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 １ 高い

コスト効率 １ 高い

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

担
当
部
署

予
算
科
目総

合
計
画

事 業 概 要
市内の自然（植物、地質、気象等）を調査研究、記録し、展示や教育普及活動にできる形にして公開し、資料や情報を後世へ伝
える。

対　   　象 魚津市及び関連地域の自然

手       段
（活動指標）

魚津市内の自然史資料に関する調査、研究、資料収集。報告書、印刷物、展示、講演等による調査研究成果の周知
先進地視察研修　県東部地域のジオパークに係る活動に対する助成

意       図
（成果指標）

調査研究、資料収集等により現況を明らかにし、展示・教育普及等の事業に活用できるようにする。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

妥　当　性 Ａ Ａ

有  効  性 Ａ Ａ

効  率  性 Ａ Ａ

結果(総括) Ａ Ａ 計画どおり事業を実施することが適当

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

○魚津市の植物に関する調査研究
○蜃気楼に関する調査研究
○魚津市の地質・地学分野に関する調査研究
○各種講座等への講師派遣
○広報誌等の執筆、編集、発行
〇映像ホール調査、視察

６
評　
　

価

市内を中心に恒常的に調査を行いデータの蓄積
を行い、情報を発信することで博物館の魅力を
アピールしていく。



令和6年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

① ○

②

③

①

②

③

①

②

③

ソフト事業 5

事 務 事 業 名 埋没林博物館展示事業 課　　等　　名 埋没林博物館

予 算 事 業 名 調査研究・展示事業 係　　　　　名 管理係

新規・継続区分 継続事業 電　話　番　号 0765-22-1049

事　務　区　分 自治事務 会　　　　　計 一般会計

事　業　期　間 開始年度 平成4年度 終了年度 当面継続 款 教育費

目　標　名 目標２．未来につなぐまち 項 社会教育費

政　策　名 政策07．誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり 目 埋没林博物館費

施　策　名 施策14．生涯学習の推進 総合計画主な事業 記載あり（評価対象）

基本事業名 基本事業14－３．博物館の充実 総合戦略との関連 関連なし

根　拠　法　令 集中プランとの関連 関連なし

アウトソーシング導入状況 評価対象年度の重点事業 非該当

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

展示企画開催件数 件 6 9 8 11 137.5% 7 

企画展開催日数 日 347 335 292 293 100.3% 350 

企画展示期間入館者数 人 27,000 25,728 27,000 27,347 101.3% 30,000 

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 次年度への繰越額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 6,592,620 2,022,624 2,643,000 1,644,705 0 -18.7% 774,000 

①国庫支出金 円

②県支出金 円

③地方債 円

④その他（使用料、雑入等） 円 4,715,850 

⑤一般財源 円 1,876,770 2,022,624 2,643,000 1,644,705 -18.7% 774,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 3 3 3 3 － 0.0% 3 

②年間所要時間 時間 900 800 800 900 － 12.5% 900 

③人件費（②×＠ 4,104 円）(Ｂ) 円 3,693,600 3,283,200 3,283,200 3,693,600 － 12.5% 3,693,600 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 10,286,220 5,305,824 5,926,200 5,338,305 0 0.6% 4,467,600 

　令和6年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

評価の視点 R5評価 R6評価 個別評価の項目 個別評価の判定 今後の方針

自治体関与の妥当性 １ 妥当である 現状を維持 事業の拡充

目的の妥当性 １ 妥当である 事業の縮小 統合等の検討

対象の妥当性 １ 妥当である 事業の休止 終了又は廃止

目標達成度 ２ 目標どおり 方針の説明等

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 １ 高い

コスト効率 １ 高い

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

担
当
部
署

予
算
科
目総

合
計
画

事 業 概 要 調査研究の成果をもとに展示を発案・作成し、知識や情報を親しみやすい形で市民及び博物館利用者に提供する。

対　   　象 常設展示・企画展示内容及び展示物、魚津市民及び入館者

手       段
（活動指標）

企画展を実施

意       図
（成果指標）

展示を企画・製作し、利用者の観覧に供する。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

妥　当　性 Ａ Ａ

有  効  性 Ａ Ａ

効  率  性 Ａ Ａ

結果(総括) Ａ Ａ 計画どおり事業を実施することが適当

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

○夏の企画展「キンキラリ魚津の金山展」(7/19～10/31）の開催
○「蜃気楼写真展」（5/1～6/30）の開催
○どこから見よう！？インフィニティミラージュ2024（令和6年7月19日～10月31日まで）開催
○「魚津ナチュラルギャラリー24」(1/2～4/30）の開催
○「魚津ナチュラルギャラリー25」(1/2～4/30）の開催
〇大野隆雄　写真展(3/1～4/29）の開催
〇石井洋子　写真展(1/2～2/26）の開催
〇長田達明　写真展(8/1～31）の開催

６
評　
　

価

埋没林、蜃気楼等に代表される魚津市の自然に
ついて、市民や市外からの来訪者の興味を喚起
し、理解や保護意識を高めるため継続して実
施。


